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研究成果の概要（和文）：日米英の全国食事調査をもとに、食事調査における深刻な問題であるエネルギーの申
告誤差が食習慣と健康指標との関連にどのような影響を与えるのかを検討した。その結果、エネルギー摂取量の
申告誤差が与える影響は食事変数によって異なり、エネルギー摂取量と強く関連する変数（例、摂食回数）では
比較的大きく、エネルギー摂取量との関連がそれほど強くない変数（例、グライセミック・インデックス）では
比較的小さい、ということが明らかになった。結論として、申告誤差は栄養疫学研究における結果に無視できな
い影響を与えうるので、あらゆる食事調査において申告誤差の程度を評価するための方法論を組み込んでおく必
要があるといえる。

研究成果の概要（英文）：Using national dietary survey data from Japan, the UK and the US, this study
 examined the effects of misreporting of energy intake, a serious problem in any dietary survey, on 
the association between dietary intake and health outcome. As a result, it was clarified that the 
effects of misreporting of energy intake varied depending on dietary variables. A larger effect was 
observed for dietary variables which are strongly associated with energy intake (e.g., eating 
frequency) while a smaller effect observed for those which are weakly associated with energy intake 
(e.g., glycaemic index). In conclusion, because misreporting of energy intake has an important 
influence on the results in nutritional epidemiological research, any dietary survey should 
incorporate a methodology for assessing the degree of misreporting of energy intake. 

研究分野： 栄養疫学、人間栄養学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 世界各国の全国食事調査において、生理学
的に考えて妥当とは言えないエネルギー摂
取量を申告した対象者の割合は、米国男性
18％、米国女性 28％（1）、英国男性 37％、
英国女性 45％（2, 3）、韓国男性 14％、およ
び韓国女性 23％（4）であった。申請者が同
様の検討を日本人を対象として行ったとこ
ろ、女子大学生において 27％（5）、小中学生
において 47％（6）であった（日本の全国調
査をもとにした同様の検討はいまだ存在し
ない）。このように、これらの研究には食事
調査法や食事調査日数の違いはあるものの、
概して、食事調査における申告誤差は無視で
きないほど大きいと言える（7）。ところが、
食事摂取量の申告誤差が疫学研究の結果に
与える影響を検討した研究は驚くほど少な
い（2, 3, 8-10）。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、食習慣と健康指標との関連を検
討する際、食事摂取量の申告誤差を考慮する
か否かが結果に与える影響を明らかにする
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）UK のデータ 
 本研究で用いたUKのデータセットは、1997
年に実施された小児（4～18 歳）の 7 日間秤
量食事記録データと 2000 年に実施された成
人（19～64 歳）の 7日間秤量食事記録データ
である。7 日間秤量食事記録のデータをもと
に、50kcal 以上のエネルギーを供給するすべ
ての摂食場面を、総エネルギー摂取量への寄
与が 15％以上の場合には食事（meal）に分類
し、15％未満の場合には間食（snack）に分
類した。また、摂取時刻をもとにした分類で
は、6～10 時、12～15 時および 18～21 時に
生じた摂食場面を食事とし、それ以外の摂食
場面を間食とした。食事全体の質の評価には、
Mediterranean diet score と healthy diet 
indicator を用いた。 
 申告誤差の評価には、エネルギー摂取量を
推定エネルギー必要量で割った値を用いた。
推定エネルギー必要量は、世界中の二重標識
水法による総エネルギー消費量のデータを
もとに開発された推定式に、性・年齢・身長・
体重・身体活動レベルを代入して算出した。 
 
（2）US のデータ 
 本研究で用いたUSのデータセットは、2003
～2012 年に実施された 2 回の 24 時間食事思
い出しデータである。2回の 24 時間食事思い
出しデータをもとに、50kcal 以上のエネルギ
ーを供給するすべての摂食場面を、総エネル
ギー摂取量への寄与が 15％以上の場合には
食事（meal）に分類し、15％未満の場合には
間食（snack）に分類した。また、摂取時刻
をもとにした分類では、6～10 時、12～15 時
および 18～21 時に生じた摂食場面を食事と

し、それ以外の摂食場面を間食とした。さら
に、この研究ではそれぞれの摂食場面ごとに
自己申告による分類のデータも収集してい
るので、その定義も用いた。食事全体の質の
評価には、Healthy Eating Index2010 を用い
た。 
 申告誤差の評価には、エネルギー摂取量を
推定エネルギー必要量で割った値を用いた。
推定エネルギー必要量は、世界中の二重標識
水法による総エネルギー消費量のデータを
もとに開発された推定式に、性・年齢・身長・
体重・身体活動レベルを代入して算出した。 
 
（3）日本のデータ 
 本研究で用いた日本のデータセットは、
2012 年の国民健康・栄養調査で得られた 1日
間秤量食事記録データである。申告誤差の評
価には、エネルギー摂取量を推定エネルギー
必要量で割った値を用いた。推定エネルギー
必要量は、世界中の二重標識水法による総エ
ネルギー消費量のデータをもとに開発され
た推定式に、性・年齢・身長・体重・身体活
動レベルを代入して算出した。 
 
４． 研究成果 
（1）食事頻度と間食頻度（UK） 
 19～64 歳の成人（1487 人）を対象とした
解析において、エネルギーへの寄与によって
定義された食事頻度は食事全体の質と正の
関連を示した。また、時刻によって定義され
た食事頻度は女性においてのみ食事の質と
正の関連を示した。一方、間食頻度は、定義
にかかわらず、食事全体の質と負の関連を示
した。 
 肥満度（BMI）と腹囲との関連を検討した
ところ、エネルギー摂取量の申告誤差を考慮
したのみ、以下のような有意な関連が観察さ
れた。すなわち、時刻によって定義された食
事頻度は男性においてのみ正の関連を示し
た一方、間食頻度は、定義にかかわらず、正
の関連を示した。 
 4～18 歳の小児（1636 人）を対象とした同
様の解析でも、間食頻度は、定義にかかわら
ず、食事の質と負の関連を示した（肥満尺度
とは関連なし）。 
 食事全体の質との関連を検討した場合に
はどの解析においても、エネルギー摂取量の
申告誤差を考慮するか否かは結果に大きな
影響を与えなかった。 
 
（2）摂食頻度と間食頻度（US） 
 20 歳以上の成人（18696 人）において、食
事回数も間食回数も、定義にかかわらず、食
事の質と正の関連を示し、この関連は、エネ
ルギー摂取量の申告誤差を考慮するか否か
にかかわらず一貫して観察された。 
 一方、過体重および腹部肥満との関連は、
エネルギー摂取量の申告誤差の影響を考慮
するか否かによって大きく結果が左右され、
考慮しない場合にはおおむね負の関連、考慮



した場合にはおおむね正の関連が観察され
た。 
 小児においても同様の検討を行った。6～
11 歳の男女（4346 人）において、間食回数
はその定義にかかわらず、エネルギー摂取量
の申告誤差の影響を考慮したときに限り、過
体重および腹部肥満と正の関連を示した（食
事回数は関連なし）。一方、12～19 歳の男女
（6338 人）における食事・間食回数と肥満と
の関連は定義によってさまざまで、はっきり
とした結論は得られなかった。食事の質との
関連においては、エネルギー摂取量の申告誤
差を考慮するか否かにかかわらず、食事回数
とのあいだの正の関連が両年齢階級で観察
された一方、間食回数とのあいだの関連は間
食の定義によってさまざまであった。 
 
（3）食事および間食のエネルギー密度（UK） 
 UK の全国食事データセットを用いて食事
および間食のエネルギー密度と食事全体の
質との関連を検討したところ、成人（1451 人）
と小児（1617 人）の両方で食事のエネルギー
密度と食事全体の質とのあいだに有意な負
の関連が観察された。また、成人においては
食事のエネルギー密度と肥満度および腹囲
とのあいだに有意な正の関連がみられた。こ
れらの解析においては、エネルギー摂取量の
申告誤差を考慮するか否かは結果に大きな
影響を与えなかった。 
 
（4）エネルギー摂取量の申告誤差（日本） 
 国民健康・栄養調査のデータを用いて、1
～19 歳の小児（3866 人）におけるエネルギ
ー摂取量の申告誤差を検討した。エネルギー
摂取量を推定エネルギー必要量で割った値
の平均値は 1.04 と、集団代表値としてはお
おむね良好なエネルギー摂取量推定値が得
られていることが確認された。 
 同様の解析を 20 歳以上の成人（19986 人）
を対象として行ったところ、エネルギー摂取
量を推定エネルギー必要量で割った値の平
均値は 0.98 と、集団代表値としてはおおむ
ね良好なエネルギー摂取量推定値が得られ
ていることが確認された。 
 
（5）エネルギー密度（日本） 
 20 歳以上の成人（15618 人）における食事
のエネルギー密度を算出したところ、平均値
は男性で 5.98 kJ/g、女性で 5.72 kJ/g であ
り、欧米諸国で観察される値よりもかなり低
いことが確認された。また、エネルギー密度
が低い食事は果物や野菜、微量栄養素が多く、
飽和脂肪酸が少ないといった栄養学的に望
ましい食事摂取状況と関連していたが、高ナ
トリウム摂取とも関連していた。この解析に
おいては、エネルギー摂取量の申告誤差を考
慮するか否かは結果に大きな影響を与えな
かった。 

 

（6）食事性酸塩基負荷（日本） 

 成人（15618 人）において、食事性酸性負
荷と肥満指標および血圧とのあいだには弱
いながらも統計学的に有意な正の関連があ
ることを明らかにした。この解析においては、
エネルギー摂取量の申告誤差を考慮するか
否かは結果に大きな影響を与えなかった。 
 
（7）グライセミック・インデックス（日本） 
 食事のグライセミック・インデックスの分
布や食品・栄養素摂取量との関連を明らかに
した。（日本のデータにおいてはエネルギー
摂取量の申告誤差は大きくないという結果
を踏まえて、この解析ではエネルギー摂取量
の申告誤差を考慮するか否かが結果に与え
る影響は検討しなかった。） 
 
（8）食事由来温室効果ガス排泄量（UK） 
 UK の成人のデータセットを用いて食事由
来温室効果ガス排泄量と食事全体の質との
関連を検討したところ、エネルギー摂取量の
申告誤差を考慮するか否かにかかわらず有
意な負の関連が観察された。 
 
（9）まとめ 
 本研究では、日米英の全国食事調査をもと
にして、すべての食事調査における深刻な問
題であるエネルギーの申告誤差が食習慣と
健康指標との関連にどのような影響を与え
うるのかということを検討した。その結果、
エネルギー摂取量の申告誤差が与える影響
は食事変数によって異なり、たとえば、エネ
ルギー摂取量と強く関連する変数（例、摂食
回数）では比較的大きく、エネルギー摂取量
との関連がそれほど強くない変数（例、グラ
イセミック・インデックス）では比較的小さ
い、ということが明らかになった。なお、計
画していた韓国のデータを用いた解析は、デ
ータセットが韓国語で構築されていたため
に十分に行うことができなかった。 
 結論として、食事調査における申告誤差は
栄養疫学研究における結果に無視できない
影響を与えうるので、あらゆる食事調査にお
いて申告誤差の程度を評価するための方法
論を組み込んでおく必要があるといえる。 
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